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1．はじめに

手取層群は後期ジュラ紀～前期白亜紀に形成されたと考えられている地層で　福井県東部から岐

阜県北部地域を経て富山県北東部へかけての地域に点在して分布する．これらのうち，手取層群が

比較的まとまって分布する地域は，石川県南部から岐阜県北西部へかけての地域と冨山県南部から

岐阜県北部へかけての地域である．それぞれが岐阜県下における手取層群の主要を分布地域にも相

当しており，前者が大野郡白川村一群川村地域，後者が吉城郡神岡町地域にそれぞれあたる．白川

村一群川村地域に分布する手取層群については，大白川上流域において恐竜の足印化石が発見され

たこと（国光ほか，1990）を契機に広範な学術調査が実施され（岐阜県恐竜化石学術調査推進委員

会，1993），それに引きつづいて荘川村地域において恐竜化石の発見を目的とした発掘調査が実施さ

れた（第2次岐阜県恐竜化石調査団，1994；第3次岐阜県恐竜化石調査団，1995；第4次岐阜県恐

竜化石調査団，1996）．こうしたなかで1995年3月に岐阜県内で恐竜の卵化石を所有することの確

認があり，その産出地点の候補地として神岡町東部の北ノ俣川流域があげられな　それをうけて，

1995年夏に神岡町東部の北ノ俣川流域から山之村地区へかけての地域において調査が実施されな

神岡町地域に分布する手取層群については，その北隣地域にあたる富山県南部の有峰湖周辺地域

において前田・武南（1957），TakenamiandMaeda（1959），大村（1973），字井（1988）などによる層序

学的研究が行なあれており，岐阜県側については「束茂住」図幅（現在の「有峰湖」図幅）地域を

扱った河合・野沢（1958）の研究あるいはその東隣地域にあたる「槍ヶ岳」図幅地域を扱った原山ほ

か（1991）の研究がこれまでにある．神岡町の東部地域は，「槍ヶ岳」図幅地域における手取層群分布

地域のすぐ西隣に位置し，本報告はそこでの調査結果をまとめたものである．

本報告をまとめるのにあたり，神岡町教育委員会，神岡営林署および環境庁自然保護局中部山岳

国立公園管理事務所の各位には，現地において多大を便宜をはかっていただいた．ここに記して感

謝の意を表する．

2．地質の概要

調査地域は神岡町の東部にあたる北ノ俣川中一上流域から山之村地区へかけての北アルプス山麓

地帯で　標高約1，200m～2，500mの急峻な山岳地形がひろがる地域である（第1図）．調査は5，000

分の1地形図をもとに踏査可能なルートに沿って行われ，各ルートごとに作成されたルートマップ

をもとに地質図を作成した（第2図，第3図）．

＊事務局：〒501－32　閑市小屋名中洞1989　百年公園内　岐阜県博物館気付
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調査地域には，おもに手取層

群とその基盤岩類である船津花

崗岩類が分布する．前者は調査

地域の大部分の地域に，後者は

南綾部にそう地域にそれぞれ分

布し，両者は北ノ俣川流域では

不整合関係で　山之村地区では

断層関係でそれぞれ接する．船

津花崗岩類は斑状角閃石黒雲母

花蘭閃緑岩からなり，斜長石に

よる斑状組織が顕著を岩相を示

す．これらのほかに，いくつか

の買入岩類が手取層群および船

津花崗岩類を貫いている．

3．手取居群の層序と岩相

調査地域に分布する手取層群

は，下位から，庵谷峠礫岩部層，

中俣乗越砂岩部層，南俣谷礫岩

部層，和佐府砂岩泥岩部層の4

岐阜県恐竜化石学術調査団
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第1図　手取層群の分布と調査地域

部層に区分され　すべて整合に

重なり，積算層厚は約1，100mと推定される（第4図）．これらの層序区分は，調査地域のすぐ東隣

に位置する「槍ヶ岳」図幅地域における手取層群の層序区分（原山ほか，1991）と同じであり，そ

れらの名称は河合・野沢（1958）による名称を基本的には引き継いでおり，前二者が石徹白亜層群長

梯川累層，後二者が赤岩亜層群跡津川累層に対比されている（第1表）．

各部層がしめす走向は，調査地域の西半部では東西方向であるが　東部へ向かって北東一南西方

向から南北方向に変化する．傾斜は北ないし北東へ200－400で大きくみると北西へむかって開いた

半盆地状構造をなす．こうした地質構造は一部で断層や買入岩類による影響で乱されており，狭い

範囲で逆転構造や急傾斜構造をしめす場合がある．

（1）庵谷峠礫岩部層

定義　おもに円磨度の高い巨礫一大礫からなる礫岩層で　中一粗粒砂岩層をともなう．

命名　河合・野沢（1958）による庵谷峠礫岩層，原山ほか（1991）による庵谷峠礫岩部層にそれぞれ

相当する．

模式地　北ノ俣川中流の標高1，280m付近の河床．

分布　手取層群分布域の南端にそって，ほぼ東西方向に狭い幅で分布する．

下位層との関係　船津花崗岩類を不整合に覆い，模式地における不整合面は走向N800W，傾斜50D

Nであり，わずかな滑り面をともなう．分布地域の西部では船津花崗岩類とほぼ垂直の断層で接す

る．

厚さ　約150m．

岩相　円磨度の高い巨礫一大礫からなる3－4枚の礫岩層とその間にはさまれる砂岩層からな

る．礫岩の礫径は最大約70cmで　上部にむかって小さくなる傾向があるが，全体としては巨礫一大

礫からなる（第5図）．礫の密度は高く，基質は粗粒の花崗岩質砂からなる．礫のほとんどは中一粗
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第2図　神岡町北ノ俣川流域一山之村地区における地質図および地質断面図

1：黒雲母花崗岩，2：安山岩類，3：珪長岩類，4－7：手取層群（4：和佐府砂岩泥岩部層，5：南俣谷礫岩部層，

6：中俣乗越砂岩部層，7：庵谷峠礫岩部層），8：船津花崗岩類，9：断層
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第3図　神岡町北ノ俣川流域一山之村地区における手取層群の地質柱状図
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岐阜県神岡町北ノ俣川地域における手取層群の地質

粒花崗岩からなり，ほかに細

粒花崗岩や片麻状花崗岩など

を少量ともなう．花崗岩質岩

の礫の多くは優白質・等粒状

で　不整合関係で直接覆って

いる船津花崗岩類が示す岩相

とは大きく異なる．礫岩層に

はさまれる砂岩層は上位ほど

その厚さを増し，その中に大
～中礫が層理面にそって配列

している．

化石　本層からはみつかっ

ていない．

（2）中俣乗越砂岩部層

定義　おもに礫まじりの厚

い粗粒砂岩層からなり，砂岩

泥岩互層や礫岩層をともな

う．

命名　原山ほか（1991）によ

る中俣乗越砂岩部層に相当

し，河合・野沢（1958）による

猪谷互層にほぼ相当する．

模式地　北ノ俣川中流の標

高1，350m付近の河床．

分布　庵谷峠礫岩部層の北

側にそってほぼ東西方向に分

布し，北ノ俣川流域で広く分

布する．北ノ俣川流域より東
へは北アルプス稜線の中俣乗

越付近まで，西へは調査地域

砂

物化石
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第4図　神岡町北ノ俣川流域一山之村地区における手取層群の総合地質柱状図

南西部の南俣山付近からさらに西方へかけての

地域に分布する．

下位層との関係　庵谷峠礫岩部層を整合に覆
ヽ

つ．

厚さ　北ノ俣川流域で約450m，南俣山西方で

約220mとなり，西へむかって薄くなる．

岩相　おもに礫まじりの極粗粒～中粒砂岩か

らなり，細粒砂岩や泥岩あるいは礫岩の薄層を

はさむ．砂岩層には10mを越えるような厚いも

のが多く（第6図），そのなかに礫が1－数列に

並んだり，薄いレンズ状をなして点在する．上

部層準の砂岩層には緩傾斜の大規模を斜交層理
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第5図　庵谷峠礫岩部層の礫岩（北ノ俣川中流）

優白色花崗岩の大礫に富む。
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第1表　神岡～有峰地域における手取層群の地質対比表

有　　峰　　湖・　地　　域 劔劔劔劔剽L峰湖一神岡町地域 劔劔劔fｸ��6ﾘ��i8��ｧ���&���暫�劔劔北　ノ　供用地域 

前田・武南（1957） 劔劔�h��皐���塔��｢�劔劔河合・野沢（1958） 劔劔劍ﾋH�(-�*����涛��｢�劔劔本　　報　　告 

赤 岩 重 層 群 ��R�,2��ﾂ�}ﾒ��r�薬師沢右俣 　穫岩部層 劔剪� �� �� � � � � ��

石 徹 白 亜 層 群 刮｡岳頁岩 　砂岩互層 劔劔�R�,2��ﾂ�ｿｲ�ﾅ��刎�ﾛ)Wｸﾍﾙ�r�劔剞ﾔ 岩 亜 屑 群 剞ﾕ 津 川 累 屑 劍a佐府互層 劔劔刎�ﾛ)Wｸﾛｸｮ"���4Hｮ)YI�r�劔劍a佐府砂岩泥岩部層 

折立峠摸岩層 劔劔�>ﾉi9$ｩ�舒)�r�劔劔剴�湯J穫岩 　山 劔劔�>ﾉi9$｢���$舒)YI�r�劔剴�刀@谷摸岩部層 

有峰酸性 　火山岩類 

長 棟 川 累 層 剪磨@谷　互　屑 劔劔���4��I"�塊��r�ﾅ���+r�����ﾂ�}ﾒ��r��)h��$ｨ��ﾍﾘ���r�劔剞ﾎ 徹 白 亜 層 群 �+r�8���ﾂ�}ﾒ��r�申俣乗越 　砂岩部層 劔劔�ﾉi8�h葎ﾛｸｮ)YI�r�

庵谷崎摸岩層 劔劔劍��$ｨﾞ�$舒)�r�劔劔庵谷峠 撰者部眉 劔劍��$ｨ��;ｹlﾈｮ)YIOｲ�

九 頭 竜 亜 剽L峰頁岩層 劔劔���ﾞ"����}ﾒ��r�冲ﾉ_I¥Xｮ)�r�劔刹� 頭 重 亜 剔ｩ 坂 森 累 層 剽L峰頁岩層 劔劍ｾ2�:｢���塊�束 坂 森 累 層 冲ﾉ_I¥Xｮ)YI�r�劔� �� �� � � � � ����

真川砂岩 劔劔����ﾈﾛｸｮ"�劔劔剞^川砂岩 劔劔�� �� �� ��

屑 群 吮I岩互層 劔劔冤ﾈｮ)�r�劔剔w 群 劔摸岩互層 劔劍ｿｲ�ﾅ��

がしばしばみられ，凝灰質砂岩層が薄くはさま

れる場合がある．礫岩層はいろいろな層準にみ

られ，下部層準では礫径5－20cmの小さい花崗

岩質岩の礫が多く，円磨度が良いのに対して，

中・上部層準では礫径がさらに小さくなり，円

磨度も悪くなり，砂岩・泥岩・凝灰岩などが多

くふくまれる．

化石　本層にはさまれる細粒砂岩や泥岩に植

物化石が比較的豊富にふくまれる．薄い細粒砂

岩には生痕化石がみられる．

（3）南俣谷礫岩部層

定義　円磨度がやや低く，黒色泥岩の礫がめ
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第6図　中俣乗越砂岩部層の粗粒砂岩（北ノ俣川中流）

だつ礫岩層を主体とし，砂岩層や泥岩層をともなう．

命名　原山ほか（1991）による南俣谷礫岩部層に相当し，河合・野沢（1958）による南俣谷礫岩層に

ほぼ相当する．

模式地　山之村地区打保の南俣谷，標高990m付近の河床．

分布　中俣乗越砂岩部層の北側にそってほぼ東西方向に分布し，北ノ俣川上流の北ノ俣岳西側斜

面では南北方向の走向で分布する．

下位居との関係　中俣乗越砂岩部層を整合に覆う．

厚さ　南俣山西方で約100m，北ノ俣川中流域で約150m，北ノ俣川上流域で約200mと北東へ向

かってしだいに厚くなる．

岩相　おもに亜角礫一亜円礫の中礫からなり，中一粗粒砂岩の基質をもつ礫岩からなる（第7図）．

礫岩の礫種は，砂岩・泥岩・珪質泥岩・珪長質凝灰岩・花崗岩などで　チャート・片麻岩・石英斑



岐阜県神岡町北ノ俣川地域における手取層韓の地質

岩がわずかにふくまれる．礫岩層は数層準にわ

たってみられ，上部層準ほど花崗岩質岩の礫が

増える．南俣谷では礫径が大きくなり，中一大

礫からなる礫岩がみられる．これらの礫岩層に

はさまれる泥岩層は暗線灰色を示す場合が多い．

化石　本層からはみつかっていない．

（4）和佐府砂岩泥岩部層

定義　おもに砂岩泥岩互層からなり，礫岩層

をはさむ．

命名　原山ほか（1991）による和佐府砂岩泥岩

部層，河合・野沢（1958）による和佐府互層にそ

れぞれ相当する．

模式地　山之村地区打保東方の水ノ平付近の

沢，標高1，540m付近．

分布　南俣谷礫岩部層の北側にそう地域で

て寺地山付近へかけて分布する．

7

第7図　南俣谷礫岩部層の礫岩

（山之村地区打保の南俣谷）

多様な礫で構成されている．

山之村地区打保付近から岐阜一富山県境稜線に沿っ

下位居との関係　南俣谷礫岩部層を整合に覆う．

厚さ　山之村地区打保東方で約800m，寺地山付近で約300mであるが，北方の有峰湖周辺地域に

かけて連続して分布することから，さらに厚くなると考えられる．

岩相　おもに粗粒一中粒砂岩から泥岩へ変化する上方細粒化の堆積サイクルをもつ砂岩泥岩互層

からなり，中部層準に数枚の礫岩層をともなう．礫岩の礫種は南俣谷礫岩部層の礫岩とほとんど同

じであり，砂岩・泥岩・珪質泥岩・珪長質凝灰岩・花崗岩などからなる．これらのほかに，薄く凝

灰質砂岩層がはさまれている．

化石　本層からは植物化石や生痕化石がみつかっているが，詳細は不明である．

4．買入岩類

調査地域に分布する買入岩類は，岩相の違いによって大きく安山岩類，花崗岩，珪長岩類に区分

され，いずれも手取層群を貫くが，それぞれの関係は不明である．

（1）安山岩類

安山岩類は，北部の寺地山南方斜面，中央部

の北ノ俣川支流水ノ平谷から西部の山之村打保

へかけての地域などに比較的大きな岩体として

分布し，その他の地域にも小さい岩体として各

所に分布する．岩質的には大きく輝石安山岩質

岩と無斑品質デイサイト質岩にわけられるが，

みかけ上は区別しにくい場合がある．いずれも

手取層群の地層面の方向にそって買入している

場合が多く（第8図），岩床状の大きな岩体では

周囲に弱い熱変成作用を与えている．強く変質

作用を受けていることもあり，本岩の所属につ

いてはまったくわからない．

（2）花崗岩
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第8図　地層面にそって買入している安山岩類

（山之村地区南俣山の東方，幅約60cm）
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花崗岩は，北ノ俣）i回流の東方斜面に手取層辞と船津花崗岩類との境界付近に小規模な岩体とし

て露出し，中粒黒雲母花崗岩からなる．手取層群に狭い範囲で熱変成作用を与えており，周囲に分

布する船津花崗岩類とは岩相・岩質ともに明瞭に異なり，区別される．黒雲母のK－Ar年代は約83

Maであり（後述），後期白亜紀酸性火成活動により形成された岩体と考えられる．

（3）珪長岩類

珪長岩類は，調査地域内の各所に小規模を岩

脈として分布し，おもに斜長石珪長岩や黒雲母

斜長石珪長岩からなり，石英斑品が明瞭にみら

れる石英斑岩と呼ばれてもよい岩相もみられ

る．1－3mm大のザクロ石をしばしばふくむ．手

取層群の地層面の方向にそって買入している場

合がしばしば見られる（第9図）．全体に弱い変

質作用を受けている．同様の岩石は，調査地域

の北隣にあたる有峰湖周辺地域に大量に分布

し，和佐府互層（本地域の和佐府砂岩泥岩部層

に相当）をつらぬき，有峰酸性岩類と呼ばれて

いる（大村，1973）．おそらく調査地域における珪

長岩類もこれに相当する買入岩類と考えられる．

第9図　地層面にそって買入している珪長岩類

（寺地山南西の沢，幅約1m）

5．手取層群の轢組成

調査地域に分布する手取層群には数多くの礫岩層が分布し，それぞれに含まれる礫の大きさ，形

態，種類などが異なる．それらは後背地や堆積環境を解明する手掛りになることから，露出状態の

良好な露頭を選んで礫の計測を行なった（第10図）．約1血の範囲にある50個の礫について岩石種，

円磨度，径（長径・中間径・短径）を測定し，礫を取り出すことが困難を場合には観察断面におけ

る円磨度と長径・短径を測定した（第2表；第11図）．

（1）庵谷峠礫岩部層

北ノ俣川河床の本層基底部（地点A）では，花崗岩質岩の礫が3／4以上を占める．それらのほとん

どは苦鉄質鉱物の少ない優白質の等粒状花崗岩類であり，細粒から粗粒までのいろいろな粒度をも

つ．これらは不整合関係で直接覆っている船津花崗岩類の岩相・岩質とは大きく異なる．これらの

ほかに，片麻状組織を示す片麻状花崗岩や酸性火山岩類が少量ではあるが普遍的にみられる．礫径は

数cm一数十cmで　最大径は約70cmであり，円磨度は良好である．

（2）中俣乗越砂岩部層

本層の下部層準にあたる北ノ俣川河床（地点B）では，庵谷峠礫岩部層の礫岩と同様に，中粒の

優白質花崗岩類が圧倒的に多く，花崗斑岩もかなりみられる．しかし，砕属岩類はまったくみられ

ない．本層の上部層準にあたる礫岩層に関する測定値は得られていないが　おおまかには庵谷峠礫

岩部層と後述の南俣谷礫岩部層との中間的な特徴を示すと思われる．

（3）南俣谷礫岩部層

北ノ俣川支流の水ノ平谷における3地点（地点C・D・E）と岩質から本層に由来することが明

確な転石1個で測定した結果はたがいに類似した特徴を示す．下位の部層に比べて，長径平均が3
－7cmと小さく，平均円磨度が0．4－0．7とかなり悪い．礫種も砕盾岩類が2／3以上も占め，花崗岩類が

1／4程度とかなり減少する．これらのほかに，細粒の酸性凝灰岩ないし凝灰質泥岩からなる酸性凝灰

岩が少量ではあるが普遍的にみられる．
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第10図　神岡町北ノ俣川流域一山之村地区における手取層群の礫組成測定地点，植物化石産出地点
および年代測定試料採取地点（国土地理院発行5万分の1地形図「有峰湖」・「槍ヶ岳」の
一部を使用）

A－E：礫組成測定地点，A：庵谷峠礫岩部層，B：庵谷峠礫岩部層，C，D，E：南俣谷礫岩
部層
N，W：植物化石産出地点，N：中俣乗越砂岩部層，W：和佐府砂岩泥岩部層
1－5：年代測定試料採取地点，1：庵谷峠礫岩部層中の花崗岩礫，2：中俣乗越砂岩部層中の
凝灰質砂岩，3：和佐府砂岩泥岩部層中の凝灰質砂岩，4：花崗岩，5：珪長岩類

第2表　手取層群の礫組成測定値

地 榛 　点 種 ���B �2�D 燃�F＊＊＊ 

庵谷峠 　陳岩部層 ��ﾉi8�h里���ﾛｸｮ)YI�r�南　　　俣　　　谷　　　穫　　　岩　　　部　　　層 

粗粒花崗岩 ��2�3 ��1 ��1 

申粒花崗岩 �#��30 ��X�b�4 ��H�b�4 

細粒花崗岩 澱�6 ��ﾈ�ﾂ�2 ��H�ﾈ�ﾂ�8 

花　崗　斑　岩 ���11 �"�1 ���0 

片麻状花崗岩 迭�0 ���0 ���0 

酸性火山岩 釘�0 ���1 ���8 

酸性凝灰岩 ���0 途�3 澱�1 

砂　　　　　岩 ���0 迭�14 唐�11 

黒　色　頁　岩 ���0 湯�18 ��"�11 

珪　質　頁　岩 ���0 ��"�3 ����2 

チ　ャ　ー　ト ���0 ���3 ���2 

脈　　石　　英 ���0 ���0 ���2 

そ　　の　　他 ���0 ���0 ���0 

長径（平均） 中間径（平均） ����C66ﾘ�h�b�7．7cm 5．4cm �8�CF6��3．9cm＊＊ 度�CF6ﾘ�h�b�4．5cm＊＊ 

Cn �8 

短　径（平均） ���ﾗR�4．3cm ��ﾂ���C�6ﾒ�2．5cm＊＊ 偬���語草 
円磨度（平均） �0．65 ��ﾂ�－ 

露嘉聖謹話塞品＊＊謹票鷲露籠譜展望　＊＊＊i：転石

9
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6．おもな産出化石

調査地域では，おもに北ノ俣川沿いと山之村地区打保において中俣乗越砂岩部層から植物化石が

産出するが，そのほかの地層からはまったく化石を産出しない．白川村一荘川村地域の手取層群中

には普遍的に含まれている軟体動物化石もまったく見られない．化石をほとんど含まないことがこ

の地域における手取層群の特徴ともいえる．

植物化石は，中俣乗越砂岩部層の厚い粗粒砂岩層にはさまれる細粒砂岩層あるいは泥岩層から下

記のような種類が得られており，同様のものは和佐府砂岩泥岩部層の細粒砂岩層や泥岩層からも得

られている（第12図）．

Onychibsiscf．ehnguh（GEYLER）YOKOYAMA（第12図の1）

虚）henoDteriS sp．

ChdODhlbbiSsp．（第12図の2）

Glbichenites sp．

Ebomcわn砂onicaKIMURA・SEKIDO

Con毎細流sp．

117dbZamites hnceohtus（LINDLEY＆HUTTON）

P rlinii GEYLER

Ctenis sp．

Ginhgoites dをiiaia（BRONGNIART）SEWARD（第12図の3）

Gin毎oidium cf．nathorstiYOKOYAMA

Iわ仇oa¢幼S Sp．

7．考　察

ここでは，調査地域から得られた資料をもとに

調査地域における手取層群の堆積環境といくつか

の試料から得られた年代測定値について若干の考

察を行い，手取層群全体にかかわる検討結果は，

引きつづき実施される予定の調査結果を得てから

まとめる予定である．

（1）堆積相と堆積環境

庵谷峠礫岩部層は，巨礫をふくむ大礫礫岩と塊

状粗粒砂岩がともに厚い層厚でくりかえし，上部

になるほど砂岩の割合が増え，その層理面にそっ

て大～中礫が配列するようになることを特徴とし

ている．こうした岩相にくわえて，円磨された礫

が基盤岩類を不整合関係で直接覆うことは強い水

流による運搬と摩滅を示し，走向方向への連続性

が必ずしもよくないことを考慮に入れると，水量

の豊かな強い流れをもつ河川の営力を強く受けた

環境が想定される．こうした環境はそのまま中俣

乗越砂岩部層の下部が堆積する時期まで継続し，

大礫からなる礫岩層や厚い砂岩層を形成した．

中俣乗越砂岩部層の上部では，下部と異なり，

凡　例　　　圏　酸性火山岩顔

圏　精粗棚岩

田　申粒花崗岩

酸性凝灰岩

片庸状花崗岩

圏　細粒欄岩　　圏　砂　岩

国　花前轍岩　　畳　黒色貫砦

第11図　北ノ俣川地域における手取層群の礫組成

A－Eは第10図の地点と同じであり，Fは転石をしめす。
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第12図　神岡町北ノ俣川流域一山之村地区における手取層群から得られた植物化石（スケールはいずれも2cm）

1；Onychiopsiscf．elongata（GEYLER）YOKOYAMA　2；ChdophlebiSsp．

3：Ginkgoites digitata（BRONGNIART）SEWARD

砂岩泥岩互層とやや厚い泥岩層の割合が多くなり，厚い砂岩層にも亜角礫が含まれたり，緩やかを

傾斜をもつ斜交層理がみられるようになる．ここからは，流れの営力が弱まり，湿地・湿原の割合

が多くなった網状河川の環境が想定されるようになり，炭素の含有量が多い黒色泥岩や植物化石は

氾濫原の存在とそこでの植生の繁茂を示唆している．

南俣谷礫岩部層は，厚さ数～数十mの中礫礫岩層で特徴づけられる．礫はおもに亜角～亜円礫で

あり，通常の水流で長く運搬された形跡をもたず，はさまれる泥岩が緑灰色をなすことから有機炭

素量をあまり供給しないような扇状地末端のような環境が想定される．本層の堆積環境を示す上で

重要な点は，礫岩の礫組成が下位の庵谷峠礫岩部層や中俣乗越砂岩部層下部のそれと大きく異なる

ことである．これは，本層の堆積盆地内における地形や流域配置が大きく変化したことを示してお

り，その傾向が中俣乗越砂岩部層の上部から始まることから，その頃からの活発な遺構運動を反映

したものと考えられる．この遺構運動は，地形の起伏を大きくすることで山麓に扇状地を形成し，

それらによって堆積盆地が縮小したり，局在化したと推定される．こうした環境は，おもに砂岩や

砂岩泥岩互層からなり，中礫の亜角～亜円礫層をともなう和佐府砂岩泥岩部層の堆積時までつづい

た．

（2）放射年代値について

調査地域において，手取層群からの試料についてフイツショントラック年代値を3個，買入岩類

の試料についてK－Ar年代値を2個それぞれ得た（第10図，第3表，第4表）．これらの年代値の

相対的な順序は，手取層韓より古い時期に形成された礫，手取層群自体，手取層群をつらぬく買入

岩類の順番では矛盾しないが　手取層群内部の層序関係では逆転している．また，年代値そのもの

にも議論の必要なものがあり，それぞれの意味を年代値の古い順に検討する．

1）優白質黒雲母花崗岩礫（133±7Ma）

庵谷峠礫岩部層の基底にふくまれる礫であり，当初は船津花崗岩類あるいはそれよりもさらに古

い先カンブリア紀までの年代値を期待したが，約180Maに集中するとされている船津花崗岩類の
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第3表　手取層群のフイツション・トラック年代値

地 倩驅�Hﾘb�岩　石　名 ��ｩ.為ｩZ��結 俾價ﾘ6x8�6(4��誘導トラック 冦I(i�ｸ���ﾂ�年　代　値 

層 劔日 日日 冕y7����ﾙ�H�｢�密度（総数） 處ｨ���ﾙ�H�｢�（Ma） 

名 劔数 ����覃�｢�（／筋） ����覃�｢�

庵谷峠穫岩 涛S���4&ﾂ�黒雲母 �5x8ｸ5(92�30 ���Cc�����r�1．86×106 嶋�C3x����B�133±7 

部居中の摸 刮ﾔ崗岩 劍�鉄#C(�｢�（604） ����#���｢�

申俣乗越 砂岩部屑 涛S�s#t#6"�凝灰質砂岩 �5x8ｸ5(92�28 ���C3h����r���3c���｢�2．13×106 　（578） 嶋�C3�����B����#���｢�98±5 

和佐府砂岩 泥岩部屑 涛S���$&ﾆ"�猿灰質砂岩 �5x8ｸ5(92�28 ���C3H����r��鼎C#(�｢�1．72×106 　（571） 嶋�C3�����B����#�(�｢�119土6 

測定法：EDl　エッチング条件：KOH：NaOH＝1‥l（モル）・225℃・20時間　補正値で：370±4

測定：㈱京都ブイツション・トラック

第4表　手取層群を貫く買入岩類のK－Ar年代値

岩　体　名 倩驅�Hﾘb�岩　石　名 ��ｩ.郁驅��カリウム（K）量 　（wt％） 鼎�ｸｴ靈�,ﾃC��"��������655E��諄�｢�年代値 （Ma） 

黒雲母花崗岩 涛S���4�ﾆﾂ�黒雲母花崗岩 俛X��抱��^｢�1．022　±0．020 �33X�C(���ﾘ��h�C��82．6±2．1 

珪　長　者　類 涛S���$#b�黒雲母珪長者 俛X��抱��^｢�1．638　±0．033 鼎S��C����ﾘ��x�C��69．6±1．7 

40K入。＝4．962×10－10／隼　　　　　人e＝0・581×10－10／年　40K／K＝1・16710‾4atom 

測定：岡田利典（岡山理科大学）

形成年代よりも若い，白亜紀前期を示す値が得られな　この年代値は，手取層群の堆積年代の範囲

内に属する値であり，現時点では若返り年齢と考えざるを得ないが，試料に熱変成作用を受けた形

跡はみられず，この年代値に関する解釈はできない．

2）和佐府砂岩泥岩部層（119±6Ma）および中俣乗越砂岩部層（98±5Ma）

岐阜県恐竜化石学術調査推進委員会（1993）は，手取層群自体の放射年代値として赤岩亜層群相当

層から石徹白亜層群相当層の年代がおおよそ120－140Maであるとした．この時間範囲を基準に考え

ると，赤岩亜層群に相当する和佐府砂岩泥岩部層ではおおよそ適切な値と考えられるが　中俣乗越

砂岩部層では少なくとも20m．y．ほど若すぎる値となる．後者の解釈としては，若返り年齢が考えられ

るが，それを示す形跡はみられない．

3）花崗岩（82．6±2．1Ma）

この年代値が示す地質学的な事象は，中部地方における後期白亜紀一古第三紀酸性火成活動のス

テージIに属する最初期の活動である（原山ほか，1988）．調査地域周辺で類似の年代値を示す花崗

岩体は，黒部川下流域に分布する北又谷花崗岩が約90Maであり（野沢，1970），高山市東方の美濃

帯構成岩類中に小規模に露出する下之原花崗岩閃緑岩が約88Maである（Shibata and Nozawa，

1966）．調査地域に分布する花崗岩も小さな岩体であることから，これらと同様の火成活動を示す岩

体と判断される．

4）珪長岩類（69．6±1．7Ma）

赤岩亜層群相当の有峰酸性岩類と同じ岩体と考えるならば，それよりはかなり若い値となる．こ

れには2通りの解釈が可能であり，1つは，この値が若返り年齢と考えること，もう1つは，後期

白亜紀一古第三紀酸性火成活動により形成された岩体として，この値が意味のある年代値を示して

いると考えることである．前者であれば変質作用の時期をあらわしている可能性があり，後者であ

れば，有峰酸性岩類自体の地質学的再検討も必要となる．
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